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東
日
本
大
震
災
か
ら
、
市
民
も
地
域
の
公
共
を
担
う
存
在
と
し
て
市
民
活
動
へ
の
役
割
と
期
待
が
大
き
く
な
っ
て
い

ま
す
。
日
頃
の
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
、
防
災
の
取
り
組
み
、
災
害
時
の
支
え
合
い
な
ど
、こ
れ
ま
で
行
政
が
行
っ
て
き

た「
公
共
」を
市
民
一
人
ひ
と
り
が
主
体
的
に
支
え
、つ
く
る
側
に
な
る「
新
し
い
公
共
」が
期
待
さ
れ
、
広
が
る
時
代
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
淡
海
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
で
は
、
公
共
の
担
い
手
で
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
現
状
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
調
査
結
果
と
調
査
報
告
会
の
基
調
講
演
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

川北 秀人（かわきた ひでと）さん
　1964年大阪生まれ。1987年に京都
大学卒業後、（株）リクルートに入社。国
際採用・広報・営業支援などを担当し、
1991年に退職。その後、国際青年交流
NGOの代表や国会議員の政策担当秘書
などを務め、1994年にＩＩＨＯＥ設立。
大小さまざまなNPOのマネジメント支
援を毎年100件以上、社会責任志向の企
業のCSRマネジメントを毎年10社以上
支援するとともに、NPOと行政との協
働の基盤づくりも支援している。
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Ｈ
Ｏ
Ｅ[

人
と
組
織
と
地
球
の
た
め
の
国
際
研
究
所]

代
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
北 

秀
人 

さ
ん

す
べ
て
の
人
に

「
居
場
所
と
出
番
」が
あ
る
社
会
へ

　

二
〇
一
〇
年
に
鳩
山
元
首
相
に
よ
っ
て
ま

と
め
ら
れ
た「
新
し
い
公
共
宣
言
」の
冒
頭
は
、

「
新
し
い
公
共
が
作
り
出
す
社
会
は『
支
え
合

い
と
活
気
が
あ
る
社
会
』で
あ
る
。
す
べ
て
の

人
に
居
場
所
と
出
番
が
あ
り
、み
な
が
人
に
役

立
つ
歓
び
を
大
切
に
す
る
社
会
で
あ
る
」と
い

う
言
葉
で
始
ま
り
ま
す
。
こ
こ
に
示
さ
れ
て
い

る
社
会
像
は
、
十
七
年
前
の
阪
神
大
震
災
で
ま

ち
も
仕
事
も
生
き
甲
斐
も
失
い
、
孤
立
状
態
の

人
が
増
え
て
い
た
時
に
、「
す
べ
て
の
人
に
居

場
所
と
出
番
を
作
ろ
う
」と
兵
庫
県
内
で
市
民

団
体
が
活
動
を
始
め
た
時
か
ら
め
ざ
し
て
き

た
も
の
で
す
。
東
日
本
大
震
災
に
被
災
し
た

今
こ
そ
重
要
性
が
高
い
の
は
、
官
と
民
と
が
、

も
う
一
度
目
線
を
あ
わ
せ
る
こ
と
で
す
。

　

日
本
社
会
の
最
大
の
試
練
は
、
少
子
化
と
高

齢
化
で
す
。
少
子
化
の
最
大
の
理
由
は
、
非
正

規
雇
用
が
昨
年
末
に
三
五
・
八
％
に
達
し
、そ

の
多
く
が
二
十
〜
三
十
歳
代
と
、
子
ど
も
を
生

み
た
い
け
れ
ど
経
済
的
な
不
安
の
た
め
に
産

め
な
い
と
い
う
状
況
。
次
に
大
き
な
理
由
と
し

て
、
親
の
介
護
へ
の
不
安
が
挙
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
滋
賀
県
も
、
二
〇
二
〇
年
に
は
生
産

人
口
二
・
三
人
で
一
人
の
高
齢
者
を
支
え
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
全
国
的
に
は
、
七
十
五
歳

以
上
の
方（
後
期
高
齢
者
）の
三
人
に
一
人
が

ひ
と
り
暮
ら
し
と
い
う
地
域
も
出
て
き
ま
す
。

く
ら
し
の
安
全
と
安
心
を
ど
う
守
る
か
。
行

政
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
一
緒
に「
協
働
」で
と
い
う
指

針
を
よ
く
見
ま
す
が
、
二
者
協
働
で
あ
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
の
多
様
な
人
、
団

体
、
専
門
家
な
ど
が
関
わ
り
、く
ら
し
を
支
え

る「
総
働
」を
し
ま
し
ょ
う
、と
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

自
分
が
住
み
続
け
る

地
域
の
未
来
の
た
め
に

　

島
根
県
雲
南
市
は
、
二
〇
〇
五
年
に
六
つ
の

町
村
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
人
口
四
万
一
千

人
、
高
齢
化
率
約
三
十
三
％
の
市
で
す
。
そ
こ

で
は「
地
域
自
主
組
織
」が
、か
つ
て
公
民
館
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
だ
っ
た「
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
」二
十
九
か
所
を
、
生
涯
学
習
だ
け

で
な
く
自
治
を
担
う
拠
点
と
し
て
運
営
し
て

い
ま
す
。
地
域
自
主
組
織
は
、
自
治
会
・
町
内

会
が
、
商
工
会
や
農
協
の
婦
人
部
や
消
防
団
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地
域
の
サ
ー
ク
ル
な
ど
地
域
に
関
わ

る
す
べ
て
の
団
体
が
参
加
し
て
構
成
・
運
営
さ

れ
て
い
ま
す
。
地
域
自
主
組
織
で
は
い
ろ
い

ろ
お
も
し
ろ
い
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
が
、

中
野
と
い
う
地
域
で
は
、
Ｊ
Ａ
の
支
店
が
閉

店
し
て
し
ま
い
、
地
域
自
主
組
織
が
家
賃
を

払
っ
て
そ
こ
を
借
り
、
毎
週
木
曜
日
朝
九
時

か
ら
午
後
三
時
ま
で
の
六
時
間
だ
け
営
業
を

始
め
ま
し
た
。
地
域
の
方
が
作
っ
た
野
菜
や

手
作
り
味
噌
な
ど
約
五
十
品
目
で
ス
タ
ー
ト

し
、
今
は
生
協
の
移
動
販
売
車
を
招
い
て
、
約

百
五
十
品
目
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
店
内

に
は
、「
百
円
で
お
茶
飲
み
放
題
コ
ー
ナ
ー
」が

設
け
ら
れ
、お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
時
間
を
過

ご
せ
る
。
買
っ
た
お
弁
当
を
食
べ
て
も
い
い
。

六
百
人
ほ
ど
の
集
落
で
週
に
六
時
間
し
か
営

業
し
て
い
な
い
の
で
す
が
、
開
店
か
ら
三
か
月

経
っ
て
も
、
日
商
は
七
万
円
も
あ
る
。
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
の
客
単
価
か
ら
考

え
れ
ば
、す
ご
い
こ
と
で
す
。
こ
の
人
た
ち
は
、

自
分
た
ち
が
買
い
物
難
民
に
な
ら
な
い
た
め

の
寄
り
合
い
場
所
を
、
行
政
か
ら
の
補
助
金

ゼ
ロ
で
作
っ
て
い
る
。

～
滋
賀
県
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
現
状
調
査
か
ら
～

滋
賀
県
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の

今
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「滋賀のNPO　今とこれからを
一緒に考えませんか！
～滋賀県のNPO法人現状調査
中間報告会＆意見交換会～」
◆日時：2012年3月22日（木）
　13：00 ～ 16：30
◆場所：県民交流センター
　（ピアザ淡海）207会議室

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
十
年
後
の
よ
り
よ
い
滋
賀
づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
か
？

～
協
働
・
総
働
で
地
域
づ
く
り
を
す
す
め
る
た
め
に
～
」

基調講演
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特定非営利活動法人

子育ち・子育てサポート
きらきらクラブ

　高島市では、京阪神からの転居世

帯の増加、長時間労働による大人の

余裕のなさ、ご近所の連帯の弱まり

といった環境の変化などを背景に、

学童保育施設の利用が急増していま

す。そうした中で、「保護者がゆと

りを持って子育てができる手助けを

し、安心できる大人の見守りの中で、

子どもたちが自分で考えて人生を

切り拓いていく力を身につけられ

る場をつくりたい」と、4か所の施設を運営しています。

　旧今津町社会福祉協議会（社協）が運営する学童保育で指

導員をしていた和治さんが、数年間の活動で得た同じ志を

持つ仲間とともに、高島市の合併を機にNPO法人化を決

断。その一番の理由は、「和治さんたちが本当にやりたい学

童保育を実現できる」と社協が後押ししてくれたことだそう

です。

　本当にやりたい学童保育とは、子どもたちが中心の学童

保育、そして障がいがある子どもたちも尊重され、共生でき

る環境づくり。NPO法人化以降、通常の学童保育に加え、

養護学校や不登校の

中高生が参加できる

事業、障がい者等の家

族の就労支援・介護の

一時的な負担軽減を

図ることを目的とし

た日中一時支援事業

なども行っています。

　必要とされている場所を継続していくためには、誰かの

個人的な思いだけで成り立つような活動ではいけないと考

え、若手スタッフを中心とした運営体制への移行を模索中

だとのこと。社協、市役所、地域住民と良好な関係を築き

ながら歩むその足元はしっかりと地域に根を張り、まなざし

はまっすぐ子どもに向かっています。

（おうみネットサポーター　小林由季）

子どもたちの出会い・成長・旅立ち
そのきらきらの瞬間を
そばでまっすぐ見つめていたい

代表●和治佐代子（わじ さよこ）
設立●2007年
会員●13名
連絡先●高島市今津町弘川204
TEL&FAX：0740-22-1226

▲「フェスタにお出かけ！今日は僕
が押すよ」「お祭り会場までみん
な一緒に…」

▲「6 年間の思い出に・・ハイ！チーズ」「6 年生送る会！
記念に一枚！」

元気印 NPO①

子育て支援
　

沖
縄
県
那
覇
市
に
、
真
地（
ま
ー
じ
）団
地
と

い
う
市
営
住
宅
が
あ
り
、
四
百
世
帯
が
く
ら
し

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
の
自
治
会
で
は
、

孤
独
死
を
出
さ
な
い
よ
う
に
と
、
十
年
ほ
ど

前
か
ら
、
各
棟
に
見
守
り
の
支
援
者
を
任
命

し
て
、
民
生
委
員
さ
ん
や
新
聞
や
牛
乳
の
配

達
の
方
、
水
道
の
検
針
担
当
の
方
な
ど
に
も

協
力
し
て
も
ら
い
、ご
本
人
同
意
の
も
と
に
、

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
に
関
す
る
情
報
共

有
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
か
ら「
み
ん
な

で
お
茶
を
」と
声
が
出
て
、
毎
週
木
曜
日
に「
ふ

れ
あ
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」と
し
て
集
会
所
で
お

茶
の
み
会
。
金
曜
日
は
材
料
や
調
理
を
協
力
し

合
っ
て「
百
金
食
堂
」と
名
付
け
た
百
円
で
の

昼
食
会
、そ
し
て
昨
年
末
か
ら
は
、
土
曜
日
に

カ
ラ
オ
ケ
会
。
ひ
と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
で

も
、
年
間
百
五
十
日
外
出
す
る
機
会
を
つ
く
っ

て
い
ま
す
。

何
を
な
す
た
め
に
、
何
が
足
り

な
い
の
か
？
を
明
確
に

　

さ
て
、
滋
賀
県
の
特
定
非
営
利
活
動
法
人

現
状
調
査
の
中
間
報
告
を
お
聞
き
し
て
、
少

し
お
話
し
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
ま
つ
わ
る
よ
く

あ
る
話
と
し
て
、
資
金
や
人
材
が
足
り
な
い
、

人
材
育
成
が
で
き
な
い
と
言
わ
れ
ま
す
。
で
は

「
何
を
実
現
す
る
た
め
に
ど
れ
く
ら
い
必
要
で

す
か
？
」と
聞
く
と
、「
え
っ
？
」と
い
う
回
答

が
八
割
、
荒
唐
無
稽
な
も
の
す
ご
い
大
き
な

数
字
を
言
う
人
が
一
割
、も
の
す
ご
く
小
さ
い

数
千
円
な
ん
て
金
額
を
言
わ
れ
る
の
が
一
割
。

つ
ま
り
、
一
体
、
何
を
実
現
す
る
た
め
に
、ど

れ
だ
け
集
め
な
い
と
い
け
な
い
の
か
が
、
団

体
と
し
て
検
討
さ
れ
て
い
る
の
か
？
と
お
聞

き
し
た
い
の
で
す
。「
何
の
た
め
に
」、つ
ま
り

団
体
の
目
的
・
目
標
の
合
理
性
・
具
体
性
が
問

わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
は

社
会
の
一
歩
先
を
見
て

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
市
民
活
動
は
、
公
益
か
つ
非
営
利

の
活
動
を
継
続
す
る
組
織
で
す
。
で
は
公
益
と

は
何
で
し
ょ
う
。
利
己
で
は
な
く
、利
他
で
す
。

市
民
活
動
団
体
に
は
二
種
類
あ
っ
て
、
自
分

の
し
た
い
こ
と（
ウ
ォ
ン
ツ
）を
す
る
同
好
会

や
サ
ー
ク
ル
と
、
誰
か
が
求
め
て
い
る
こ
と

（
ニ
ー
ズ
）に
答
え
て
い
く
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
に
分
か

れ
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
本
来
、自
分
た
ち
の
力
で
、

社
会
や
地
域
が
求
め
る
理
想
の
実
現
や
課
題

の
解
決
に
結
び
つ
け
て
い
く
も
の
で
あ
り
、
地

域
と
の
接
点
を
ち
ゃ
ん
と
説
明
で
き
る
こ
と

が
大
事
で
す
。

　

二
十
一
世
紀
が
市
民
の
世
紀
や
市
民
社
会

の
実
現
の
と
き
と
な
る
た
め
に
は
、
誰
か
が

運
営
し
て
く
れ
る
社
会
で
は
な
く
、
私
た
ち

が
主
体
的
に
社
会
に
関
わ
る
こ
と
が
不
可
欠
。

市
民
が
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
社
会
が
市
民
社

会
で
は
な
く
、
市
民
が
担
い
手
に
な
る
社
会

が
市
民
社
会
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
、

一
歩
先
の
視
野
を
持
っ
て
、こ
れ
か
ら
社
会
に

何
が
起
こ
る
の
か
を
見
通
し
、
半
歩
先
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
提
供
で
き
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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　淡海ネットワークセンターでは、滋賀県新しい公共支援事業を受託し、2011年12月から2012年3月、滋賀県のNPO法人（557団体）
を対象に、運営上の課題についてアンケート調査を行いました。また、NPO法人の収入や活動にかかる経費について各NPO法人が滋賀
県に提出し、インターネットで公開されている事業報告から分析しました。調査対象557団体のうち、事業報告書調査の回答数は554
団体、アンケート調査回答数は289団体（うち有効回答数287、回答率51.5％）でした。図中の（n）は調査できた団体数を表しています。

※「平成23年度滋賀県NPO法人の実態及び支援ニーズに関する調査」（PDF）は当センターのホームページにて公開しております。

■経常収入規模の比較
　（% , 対全国調査：平成21年度データ）

　年間収入の規模別では、最も比率が高いのが「100
万円未満（1円～ 100万円未満）」です。年度別にみる
と、特に500万円以上の規模の比率が増加傾向にあ
ります。内閣府の全国調査の結果（平成21年度デー
タ）と比較すると、滋賀県は「100万円未満」の比率が
高い傾向です。

■地域別にみた法人の比率（% , n=554）
　NPO法人の事務所が最も多く置かれている地域は、「南部甲賀地域（草津市、
守山市、栗東市、野洲市、甲賀市、湖南市：30.1%）」です。一方で、大津市
内に事務所を置く法人は全体の26.4%を占めており、単独の市町村としては
最も多くなっています。

■経常支出規模別の収入比率
　（% , 平成22年度）

　経常支出規模別に収入比率（経常収入に占める
各収入費目の比率）をみると、経常支出規模が大
きいほど事業収入率が高まる傾向があります。

■主要な活動分野（% , n=523）
　主な活動分野は、「保健、医療又は福祉の増進を図る活動」が全体の
39.8%を占めています。その他の分野では、「まちづくりの推進を図る
活動（11.2%）」、「環境の保全を図る活動（11.4%）」が比較的高い比率と
なっています。（主要な活動分野は各団体の事業報告から選びました。）

消費者保護 ;1.3
NPO 支援 ;1.4

保健・医療・
福祉；39.8

社会教育；5.8

まちづくり；11.2

地域安全；0.9

国際協力；3.4

情報化社会；2.2
科学技術；1.1
経済活動；0.5 職業訓練；2.5

環境；11.4

子ども；6.8
男女共同参画；0.5

人権・平和；1.8

学術・文化・スポー
ツ；9.4

■ 会費・入会金

■ 0 円

■ 寄付金率

■ 百万円未満

■ 事業収入率

■ 5 百万円未満

■ 補助・助成金率

■ 1 千万円未満

■ その他収入率

■ 2 千万円未満 ■ 3 千万円未満 ■ 5 千万円未満 ■ 5 千万円以上
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地域づくり 特集 Ohmi視点
輪の国びわ湖
推進協議会
代表●近藤隆二郎（こんどう りゅうじろう）　
設立●2009年　構成団体●12団体
連絡先●彦根市中央町7-40
NPO法人五環生活内　TEL・FAX: 0749-26-1463
E-mail：info@biwako1.jp
URL：http://www.biwako1.jp

　 み な さ ん は「 自 転

車」ってどんな乗り物

のイメージですか？　

ママチャリでごく近距

離を移動するためのも

の？

　あるいは競輪選手の

ような格好で全速力で

走るものでしょうか？

　輪の国びわこ推進協議会では、自転車を「速い、楽しい、

うれしい、気持ちいい」ものだと捉えて、滋賀が誇るびわ湖

を自転車で一周すること（通称：ビワイチ）を主軸として、

楽しい自転車ライフを提案しています。

　はじめてびわ湖一周サイクリングをする際には、まずは情

報が必要です。そこで協議会では『びわこ一周サイクリング

公式ガイド　ぐるっとびわ湖自転車の旅』を出版しました。

はじめて一周する人のための基礎知識やおすすめプラン、

協賛ショップなどを紹介してあり、これがあれば安心してび

わ湖一周に出かけられます。そして一周した人には、協議

会がびわ湖一周サイク

リング認定証と特製ス

テッカーを発行してい

ます。一周した証がも

らえるのは嬉しいです

ね。

　協議会の構成団体は、

環境系のNPOや行政、

観光や自転車の推進団体など、多種多様です。そんなメン

バー全員に共通しているのは「自転車が大好き！」であると

いうこと。お話しているだけで、自転車に乗ってびわ湖の

風を感じる心地良さや美しい自然の風景、人との出会いな

どをイメージできました。「もっともっと、多くの人に自転

車の良さを広めたい」「ロングライドからスローライドへ」と

今後を語るみなさんの目の奥には星が輝いていました。

（おうみネットサポーター　小林政夫）

自転車は楽しい。
ちょっといい自転車で
びわ湖一周に出かけよう！

▲びわ湖一周サイクリングの途中で

▲サイクルモード出展
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■設立年別の法人設立数（n=554）
　滋賀県ではNPO法人が最も多く設立されたのは、「平成19年（67団
体）」。つづいて「平成15年（66団体）」、「平成16年（60団体）」となって
います。

■運営上の課題（% , n=287）
　運営上の課題として最も多いのは、「資金調達・確保（収入が少ない、
資金が集まらないなど）（47.0%）」であり、「人材の不足（スタッフが足り
ない、思うように集まらないなど）（44.6%）」、「人材の育成（スタッフの
技術・能力を向上したいなど）（40.4%）」とつづいています。
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世間よし ～企業の社会貢献～ 企業に限らず、市民と行政、行政と企業などの、
新しい市民協働（パートナーシップ）のカタチを紹介します。

地域力を高める
メッセージコーナー

HI・RO・BAひ ろ ば
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「先達の力をもっと地域に」

市民と共に歩むバス 余呉バス

同志社大学社会学部

教授　浦坂 純子（うらさか じゅんこ）さん

滋賀県長浜市余呉町中之郷1152-1　TEL:0749-86-8066
URL：http://www.zb.ztv.ne.jp/yogobus/

　ちょうど2年前、おうみネット72号で「まちのバスを考える～市民
でつくる公共交通～」のテーマで余呉バスを掲載した。舞台となる
余呉は、合併によって長浜市に編入され、現　長浜市余呉町であり、
人口は2年前の約3,900人から急激な高齢化、過疎化が進み、現在、
約3,600人となった。それでもなお地域のあしとなり休むことなく
走り続ける余呉バスを取材した。「利用する方がいるかぎり。」株式会
社余呉バスの代表、木下重樹さんはそう力をこめる。
　余呉バスの経緯は、ＪＲバスが赤字増加で撤退、その後、余呉町
が湖国バスに委託して運行するも、赤字の増加はとまらない。バス
運行への批判の声があがったという。その時に余呉町出身でＪＲバ
ス勤務経験を持つ木下さんが、当時の余呉町が呼びかけた公共交通
再編研究会に参加したことをきっかけに株式会社余呉バスを資本金

100万円で設立。余呉バス
は運行方法、価格、時間な
どを市民と一緒に考える、
市民と一緒に歩むバス会社
となった。出資も会からと
いう声もあったが、「どうな
るかわかないので」と木下さ
んは一人で設立を決意した。

　現在、４年目、余呉バスは、
設立から決めた片道200円と
いう運賃はかわらず、19集落
全ての路線を運行している。
現在、バスの台数は10台。経
営努力のために観光バス事業
もはじめた。大阪の旅行業者
と一緒に余呉の魅力を伝えるバスツアーにも取り組んでいる。木下
さんは、「少子高齢化はとめることが難しいが、余呉の魅力を伝える
ことで余呉を知ってもらえるきっかけをつくりたい。」とまゆをほそ
める。
　また、市民からのアンケート調査をした結果、平和堂に乗り入れ、
買い物ができるように要望があった。余呉バスは行政と市民の橋渡
し役として、行政と交渉し、今では見事、平和堂までの買い物のあ
しを利用者に提供している。「余呉バスの使命は利用者がいる限り、
生活のあしを提供し続けること。そのために市民の意見を聞いて、そ
して企業も行政も一体となって、みんなでバスを育てる。」、そう木下
さんは言う。好きな言葉は「感謝」。これからも市民に寄り添いなが
ら余呉の未来を見据えていく。

（淡海ネットワークセンタースタッフ　膽吹　憲吾）

株式会社余呉バス

▲余呉バスの木下社長

▲余呉バスの観光専用バス

　実家の父のことを書こう。父は71歳である。大病をして65
歳で退職したものの、健康を取り戻すにつれて「働きたい」と言
うようになったが、実際は選挙の期日前投票の係員になれたく
らいである。今も「解散総選挙」を心待ちにしながら、近所に新
しくできる予定のスーパーに問い合わせなどをしているらし
い。そういう話を聞くたびに、無理だよ、お父さん…と思いな
がらも、高齢社会・日本に生きる多くの高齢者は、一体どうし
ているのだろうか？と思う。
　意欲があるうちはいい。しかし、場が与えられなければ、そ
のうち意欲も萎え、生活が不活性化し、健康にも悪影響を及ぼ
しかねない。悠々自適の引退生活を過ごせている人ばかりでは
ないだろう。年齢を重ねるにつれて、様々な点で個人差が広が
るにもかかわらず、「高齢者」と一括りにされ
てしまうことの弊害は大きい。父のように、
仕事一筋で勤め上げて、それ以外の場を持た
ず、それなりの健康とやる気を持て余してい
る人、そういう先達に何とかもう一肌脱いで
もらえないだろうか。肩車型社会への移行を
いたずらに懸念するよりは、高齢者は常に上
に乗るもの、支えられるものという前提を変
えるほうが早い気がしてならない。
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http://m-fat.org/
m-fat ／モファ

人と向き合い、地域と
向き合った10年
2期生 南部 厚志（なんぶ あつし）
グループ：ネットワーク夢創

　地域社会にアートの根を広げようと活動するアーティスト集団「m-fat
（モファ）」のホームページは思わずどこかをクリックしたくなる楽しいデ
ザイン。報道機関向けの情報を見やすく掲示しているほか、アーティス
ト紹介やイベント会場紹介など最新情報はブログに掲載しています。IT
担当の犬飼さんによると、こうした情報発信でボランティアや取材の申込
み、さらに企業からの提案もあったそうです。SNSも積極的に取り入れ、
スタッフ各自がアカウントを持ち、団体アカウントと連動させながら、
双方向の交流に活用しています。特にイベント開催前後には鮮度の高い
情報を、ツイッターの「リツイート」やフェイスブックの「シェア」などで
確実に受け手に届けているということです。

　おうみ未来塾に入塾させていただいたのが37歳
だったと思います。
　現在48歳になりました。「地域プロデューサー」の
言葉に微妙に反応し、自分も地域のために何か出来
るのではないか、人の役に立つ事が出来るなら学ん
でみたい、その頃がぼくの人生にとって大きな変化の
時期でした。その後に町の議会を経験し、首長も経
験しました。ぼくの人生にとって良い経験と言うよ
りは、良い勉強でした。
　現在は、単身東京で、「下水道の余剰汚泥を出さないシステム」など環境
事業を行ないながら、自治体改革のお手伝いをしています。また、「日本み
らい研：http://jfupec.com/」という社団法人を立ち上げ、「みんなでつくる
日本の未来」を合言葉に、中小企業の皆さんが霞が関や永田町とパイプを
持つお手伝いや、次世代のリーダー育成に取り組みながら、誰かに任せる
のではなく、自らの事として日本の未来の在り方を考えています。未来の
社会を担う世代が少子化によって大きく減少しています。近未来のわが国
は、支える世代の減少から現在の制度設計では立ち行かなくなることは必
至です。今からできるだけ負担の少ない社会を実現する事が大切です。自
らの経験から感じた事に正直に向き合い、道半ばであった自治体経営のあ
り方を環境事業から提案し、微力ながら国の未来の在り方を社団法人とい
うフィールドで考え、行動しています。
　この10年間人と向き合い、地域と向き合った、あっという間の10年でした。
これまでの良い学びの場に感謝するとともに、環境事業と社団法人の活動
で今日までの恩返しがしたいと思っています。

NPOの
山内エコクラブ
代表●竜王真紀（りゅうおう まき）
設立●2009年
メンバー●22人
連絡先●甲賀市土山町黒川2063
TEL：090-7966-2262
E-mail：ryuoh-mtm@maia.eonet.ne.jp
URL：http://www3.to/yamaeco

　「山内エコクラブ（通称：や

まえこ）」は、小学校の環境活

動として誕生しました。市民

活動に詳しい当時の校長が仕

掛け人です。自然豊かな山内

地域に伝わる水文化を高齢者

から聞き取り、寸劇風にまと

めて環境分野の全国大会で発

表。初出場にして見事「準グ

ランプリ」を獲得しました。こうした活動に同行していた母

親が自然と運営側に引き込まれ、自主活動グループへと発

展しました。代表の竜王真紀さんは「様々な大会に行くた

び、多くの刺激を受けて新しい生き方が広がりました。楽

しませてもらっています」と笑う。

　活動の主軸は、地域資源の「見える化」だ。「山内は何もな

いところ」と多くの住民が口にする地域の魅力を掘り起こ

す。知恵や経験を持つ高齢者から昔の暮らしを聞き取り、

飛び出す大型絵本や狂言、創作劇などにして地域内外で発

信しています。県のエコクラブ大賞の受賞や新聞掲載など

で、山内地域に新たな風が吹き始めました。

　「もっと元気な地域にしていこう」と仲間が現れ、新事業

として地域の特産品づくり「やまえこカンパニー」が始まり

ました。平均年齢65才以上のハンドベル楽団「ふらんしー

ず」や家庭料理グループ「お結びの会」も誕生しました。

「1人1人のもつ力が発揮され、夢と生きがいのある地域、多

くの人が訪れる地域に

していきたい」と竜王さ

ん。自然環境のエコの

範囲にとどまらず、地

域全体のより良い環境

づくりを目指す「やまえ

こ」。進化する地域活動

団体として、ますます磨

きがかかっています。

（おうみネットサポーター　中塚一恵）

古里の良さを見つけて広めよう！
子どもと大人が
一緒に進めるまちづくり

▲聞き取り調査の様子。お年寄りは子どもたちのた
めに一生懸命話をする。住民が地域を見直すきっ
かけにもなっている

▲山内エコクラブの皆さん。子供と大人が元
気いっぱいまちづくりを進めている。

サイトを見たことから交流が
生まれる工夫が盛りだくさん！

環境学習



	

	
このコーナーに関するお問い合せは淡海ネットワークセンターまで

市民活動・人・企業との出会い広がる情報交流誌
「おうみネット」　掲載広告募集中！

★発行部数10，000部　
★県内外の配布先約1,900カ所
★１枠（横9.3cm×縦3.5cm）15，000円

詳細は、当センターまでお問い合わせください！

　平成24年4月1日NPO法改正施行によ
り、理事の代表権喪失登記を行う義務が発
生する場合があります
＜どんな場合に必要ですか？＞
　定款に、理事長や代表理事のみが代表権
を有する法人と定めがある場合
＜期限はいつまで？＞
　平成24年4月1日〜 10月1日（月）の6 ヶ月以
内。これを過ぎると過料(20万円以下）の対象と
なる他、認定NPO申請時に問題となります。
＜具体的にはどうすればよいのか＞
　代表権を有する理事以外の平理事につい
て「平成24年4月1日代表権喪失」とする変
更登記を行う
＜必要な書類は？＞
　①定款　②代表権を有する理事を選定した
書面　③代表権を有する理事の就任承諾書
＜その他＞
・5月末に行う資産総額変更登記等と同時に
すればＯＫ（3月決算法人の場合）
・従来通り、理事全員を代表権を有する者と
して登記する場合は、定款の変更が必要
※詳しくは法務局ＨＰをご覧下さい
http://www.moj.go.jp/MINJI/minji06_00067.html

　市民活動が地域活性化を促し、地域運営の一翼を担う
ようになった今、「おうみ未来塾」は広いネットワークと創
造力で課題解決に取り組む「地域プロデューサー」が育つ
場を目指しています。今回は、12期の入塾を記念した一
般公開講座です。たくさんのご参加お待ちしております。
◇日時：6月9日（土）受付12:30 ～　開始13:00 ～
◇場所：コラボしが21・3Ｆ大会議室　◇参加費：無料
◇テーマ：おうみ未来塾が目指すもの
　　　　　～地域の未来を創るには～　
◇内容：おうみ未来塾塾長の北村裕明さんをは
じめ、おうみ未来塾の運営に長年関わってこられ
たアドバイザーの方々が、これからの求められる
地域プロデューサー像について語ります。

　平成24年4月1日以降に取得をされる資産の
定率法の償却率が見直されました。詳しくは、
国税庁HPをご覧下さい。
http://www.nta.go.jp/shiraberu/ippanjoho/pamph/
hojin/kaisei_gaiyo2011/pdf/1112kaisei_faq.pdf

淡海ネットワークセンター図書コーナーより、貸出書籍増冊のお知らせです。
どうぞご利用下さい。

図書コーナー「貸出書籍増冊」のお知らせ
お知らせ 

おうみ未来塾12期生
入塾記念一般公開講座を
開催します！

イベント

減価償却資産の
償却率が変わります！お知らせ
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淡海ネットワークセンターは、県内の市民活
動、NPOをサポート・ネットワークしています。

■〒520-0801
　大津市におの浜1-1-20　ピアザ淡海2階
■TEL 077-524-8440
■FAX 077-524-8442
■http://www.ohmi-net.com
■E-mail:office@ohmi-net.com
　開館時間／ 9:00 〜 17:00
　休館日／月曜日・祝日

●情報交流紙「おうみネット」は次のところに
配布しています。
県内図書館、琵琶湖博物館、男女共同参画セン
ター、文化産業交流会館、陶芸の森、びわ湖ホー
ル、滋賀県国際協会、県内大学、県内NPO法
人、県内市民活動センター、草津市立まちづ
くりセンター、県社協ボランティアセンター、
大津市生涯学習センター、栗東芸術文化会館
さきら、滋賀銀行、京都信用金庫、関西アー
バン銀行、滋賀県信用組合、公民館、市役所、
各地域環境総合事務所、県民情報室など　

　課題に直面！と思われる場面で、「それが
ラッキーだったんですけれど…」という言葉
を何度も聞き、逃げずにプラス思考で受けと
めるやわらかい姿勢の大切さを考える機会と
なりました。　

（おうみネットサポーター　小林由季）

　車の旅もいいけれど、映画のハイライトだ
けを観て、あとは早送りしてしまうようでもっ
たいない。やっぱり映画は全編観たいし、旅
はその土地のすべてを感じたい！　自転車の
旅なら、地元人だけが知っている素敵な風景
や美味しいお店と出会えるかもしれません。

（おうみネットサポーター　小林政夫）

　「地域の人たちが主役となり、元気（健康）
でいられる応援者になりたい」と話してくれ
た竜王さん。全く知らなかった市民活動の
世界に飛び込み3年。自然な形で「地域プロ
デューサー」をされているところに深く感心
させられました。　

（おうみネットサポーター　中塚一恵）

理事の代表権喪失登記が
必要です！

お知らせ

書籍タイトル 著者

近江の祭を歩く 中島誠一、辻村耕司

あなたのパラシュートは
何色 リチャード・ボウルズ

思考のフロンティア　公共性 齋藤純一

コミュニティーのちから 今村晴彦、園田紫乃
金子郁容

アイデアキャンプ
〜創造する時代の働き方〜

中西泰人、岩嵜 博論、 
佐藤 益大

地域を活かす
つながりのデザイン

上町台地コミュニティー
デザイン研究会

ぐるっとびわ湖
自転車一週サイクリング 輪の国びわ湖推進協議会

小舟木エコ村ものがたり NPO 法人エコ村
ネットワーキング

当事者主権 中西正司、上野千鶴子

ここからはじめる
NPO 会計・税務

松原明、水口剛、
赤塚和俊

基礎からわかる NPO 会計 馬場英朗

20 代、コネなしが市議会
議員になる方法 佐藤大吾

働き方革命 - あなたが今日
から日本を変える方法 駒崎弘樹

寄付白書 2011 日本ファンドレイジング協会

書籍タイトル 著者

下水文化研究23号 日本下水文化研究会

社会貢献でメシを食う 竹井善昭

20代からはじめる社会貢献 小暮真久

コミュニティーデザイン〜
人がつながるしくみをつくる〜 山崎亮

NPOで働く 工藤啓

日本の田舎は宝の山 曽根原久司

パブリックスピーキング〜人を
動かすコミュニケーション術〜 蔭山洋介

ニッポンの風景をつくりなおせ 梅原真

新版コミュニティー・ビジネス 細内信孝

会計基準 会計基準協議会

社会起業家のための
NPO新公益法人Q&A 脇坂誠也

元気な地域のヒミツ、地方
自治職員研修臨時増刊号 公職研

地域診断法：鳥の目、虫の目、
科学の目

鵜飼修、
近江環人地域再生学座

すべての NPO 法人必見事項




